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日理工通信 
第 1５号 

 

新年明けまして おめでとうございます。 
会員の皆様におかれましては健やかに新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。 

日理工通 15信号（新春号）をお届けします。皆様にとりまして本年が幸い多き年であります   

ようお祈り申し上げます。 

 

新年のご挨拶 

2026 年 皆さま、新年明けましておめでとうございます。 

新たな年の初めを迎え、皆様においては健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます。 

本年の干支、丙午・・・「燃え盛るようなエネルギーで道を切り開く」 と縁起の良さが表わされて 

います。 激動の時代、改革と挑戦、弛まぬ努力が必要です。 少子化、長寿命、超高齢化、 

生産年齢人口の減少、超物価高はあらゆる産業及び個人の社会生活に影響を及ぼしてい 

ます。  IT・DX・マイナバーカードの推進で生活習慣の変化、医療・ヘルスケア・日常生活の   

変化も強制的に感じますが国民の発展と保護・安全の施策。私たちの顧客となる人材育成 

を担われている専門学校・大学、業界団体の 70、75 周年の式典への参加や創設100 年  

のニュースを拝見させて頂き、困難を乗り越え築かれた歴史のお陰で私たち業界が今日あることに感謝いたします。 

日理工も最盛期 200 社余りいた会員も時代背景により現在は 60 社を切るまでに減少、運営も大変厳しくなり事務局 

体制も改革を余儀なくなり現在に至っています。伝統医学、鍼灸療法、柔道整復・接骨療法の継承、発展に寄与して、 

日理工の会員事業者、次世代の方達の為にも困難に挑み、維持・継続が使命とあらためて覚えます。 会員企業様の 

ご理解とご協力を願いし、相互扶助の精神のもと一致団結して力強く邁進しましょう。 

本年が皆様とご家族にとり良い年になりますことを祈念いたします。 

 

 

新年おめでとうございます。 

昨年は、日理工会員の皆様には 大変お世話になりました。特に関西部会の皆様には種々 

ご協力いただき、ありがとうございました。篤く御礼申し上げます。 日理工も昭和 54 年 5 月

製販 72 社で発足以来 46 年、柔整業界の発展と共に高度成長の波に乗って会員各社も

業績を伸ばしてまいりました。 その間、自然災害や行政の変化・コロナ禍によって業績の悪化

を余儀なくされたこともありました。しかし、それぞれの知恵により乗り越えてまいりましたが、いま

だ業績の回復には至っておりません。外的要因で状況は好転する事はないと思います。これか

らは、こちらから仕掛けた分しか還らない事は共通認識でしょう。日理工としても、会員・柔道

整復師・鍼灸師の皆様にお役に立つ情報の発信をと思い、ホームページ上に栗原整形外科

院長からの投稿や田辺社会保険労務士から毎月コラム欄に投稿していただいております。これからも続けていかなければなり 

ませんので、このような情報が欲しい等のご要望をいただきたいと思います。又、会員各社からも新商品のご案内や、 

治療法の情報等も投稿いただければ活性化に結びつかないかと思っております。ご協力をお願いいたします。 

本年は激動の一年になるかと思います。私達にとっても意識変革が必要と実感しております。今年も多難な 

1 年になると思いますが、微力でありますが、尽力して参りたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

進化する伝統医療とともに、次世代へ継承する日理工 

JAPAN ASSOCIATION OF PHYSICAL THERAPY INDUSTRIES 
 

 

日本理学療法器材工業会 会長 

タカチホメディカル株式会社  

代表取締役 甲斐 新一 

 

関西部会長 

有限会社ジョーショウ企画     

代表取締役 吉井 洋一郎 
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業界団体の先生からのご挨拶 
 

公益社団法人 日本柔道整復師会 会長 長尾 淳彦先生 

新年あけましておめでとうございます。 

新春にあたり謹んでご挨拶申し上げます。 柔道整復業務の円滑な遂行のため、日本理学療法

器材工業会加盟業者の皆様には多大なるご協力を賜り心より感謝申し上げます。 

柔道整復師業界、就業柔道整復師８万人以上、施術所（接骨院・整骨院）5 万余所とこの

30 年間で 2 倍以上の増であります。 その間、新型コロナウイルス感染症による外出自粛などの

影響もありますが、人口減・少子高齢化など根本的な社会的構造の変化で施術所に患者が来

ない、施術所の収入が伸びない。では、どうすればいいのか？業界全体で考えていかなければならない重大な問題です。柔道

整復師が国家資格者であること。国家資格を得るために養成施設でどのような勉強をしているのか？その知識や技術をどのよ

うに現場に反映しているのか？接骨院・整骨院という施術所で柔道整復師はどのようなことをして患者さんを治癒に導いている

のか？を もっともっと国民の皆様に広報していかなければ、国民はどのようなときに接骨院・整骨院に訪れたらいいのかすらわか

らないようになっています。 療養費のみでの施術所運営ではなく、柔道整復師が少子高齢化の世の中にどう貢献していくかも

具体的に示して介護保険や地域包括ケアシステムの中での活躍の場を創っていかなければなりません。国民の健康を守るため

には柔道整復師業界が健全に元気にならなくてはなりません。行うべき優先順位を熟考して皆様のお知恵を拝借してともに歩

んでいきます。本年もよろしくお願いいたします。 

 

 

公益社団法人 日本鍼灸師会 会長 中村 聡先生 

あけましておめでとうございます。  

日本は戦後の工業化によって生活水準が格段に向上し、医療・衛生・栄養等の改善が進むとと

もに平均寿命が伸び、人口の増加に拍車がかかって、活力ある国となりました。しかし、1970 年

代以降、人口増加率は低下し、2004（平成 16）年から 2005（平成 17）年にはついに 

マイナスを記録しました。それ以降も横ばいで推移しながら総人口減少局面を迎え、予想以上の

人口減少に伴って市場が収縮し、平均賃金の低下等も重なり、活力が失われつつあります。 

このような状況だからこそ、私たちの業界が果たすべき役割は大きいと考えます。「社会保障費の抑制と患者満足度の向上

による社会貢献」を掲げるならば、近代医療に加えて伝統医療である東洋医学を有効に活用することが重要です。 

「木を見て森を見ず」 と いう言葉がありますが、西洋医学は疾病の本体を究明し、その治療戦略を追求する─いわば 「木

を見る」 医学の体系です。一方、東洋医学は人全体の不調を見抜き、心身の調和と正常化を図ろうとする─いわば 「森を

見る」 医学です。 西洋医学は今後ますます専門分化が進み、ダヴィンチ手術などのハイテク医療機器も普及し、さらに病気 

を早く治せる時代となるでしょう。 しかし、人間の存在は部品の寄せ集めではありません。心と身体の両面から診るという伝統

医療の理念は、現代医療においても極めて有力な方法論であり、低コストで患者満足度を高めることが可能な、私たち業界

の大きな強みであります。ノーベル賞を受賞された北川進博士は、荘子の言葉「無用の用」を紹介されました。 私なりに読み

取ると、高度成長期には合理性と速さを求めるがゆえに 脇役に追いやられていた私たちが、少子・超高齢社会を迎えた今、 

極めて重要な役割を担うことになる」という意味に通じるのではないかと思います。 医療・介護・障害福祉を総合的に支援 

する可能性を秘めた私たちの業界が、社会保障の中で価値ある存在として位置づけられるよう、業界全体で力を合わせ、 

社会にしっかりと根付かせていきたいと願っております。 令和 8（2026）年は「丙午（ひのえうま）」 にあたり、情熱・ 

変化・飛躍を象徴する年とされています。皆様とともに、健康・幸福・成功へとつながる素晴らしい一年となりますよう、 

協力・協同のもと力強く歩んでまいりましょう。 
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第 4６回 (公社) 東洋療法学校協会学術大会（北とぴあ 地下展示ホール）開催 

大会テーマ： 「東洋医学から学ぶ、心の持ち方とコミュニケーション術」 

会期：2025/9/30(火)  学生来場者数 1,300 名 出展企業 13 社（13 コマ）  

 

第 20回(公社)日本鍼灸師会全国大会 in いばらき（つくば国際会議場）開催 

大会テーマ：「求められる鍼灸、求める鍼灸」 －鍼灸と緩和ケアのコラボレーションを茨城から発信！！－ 

会期：2025/10/4(土)～10/5(日)    来場者数 220 名 出展企業 22 社(23 コマ) 

 

 

第 48回近畿学術大会兵庫大会（神戸駅前研修センター）ハイブリット開催  

会期：2025/10/26(日) 付設展示９時～ ２F と３F の２会場に別れて展示 

出展企業 1１社＋組合関係６コマ出展  

来場者数３４０名（学生含む） 

学会付設展示・部会活動報告 
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日理工関東部会忘年会報告 

関東部会忘年会開催（11 月 21 日、牛タン酒場いけたん池袋店）10 名が参加して懇親を深めました。 

 

日理工関西部会より新年会のご案内 

関西部会新年会を開催します。関西部会の皆様のご参加をお待ちしています。１/9(金)申し込み期限。 

日時：2026/1/16(金) 16 時～ 会場：そざい庵 梅田・大阪駅店  

 

日理工柔整展示会出展のご案内 

日理工メディカルフェア IN大宮ソニック（日本柔道整復師会）開催 第 4６回関東学術大会埼玉大会  

会期：2026/3/8 (日) 出展の申込みを 1 月 27 日(火) まで受付けしております。 

＊申込書ご希望の会員様は、事務局までメールにてお申し付けください。 

 

日理工事務局より事務所移転（2025年 10月 28日引っ越し完了）のお知らせ。 

移転住所：〒132-0031 東京都江戸川区松島 1-21-7（株式会社大島製作所内） 

TEL：080-4884-1052  FAX：03-3655-8988 

E-mail：nichiriko@nichiriko.com  HP：http://www.nichiriko.com   

   

 

 

 

公益社団法人日本鍼灸師会創立 75周年記念式典に出席（11月 30日、ホテルベルクラシック東京） 

日理工から 甲斐会長と大島部会長の 2 名が出席しました。日理工会員では、いっしん・伊藤超短波・カナケン・ 

釜屋もぐさ・セイリン・日進医療器・山正が出席。各社の代表者が紹介されて祝意を述べました。 

 

日本ライトサービス 馬場社長が教育講演（12月 6日、第 34回日本柔道整復医学会学術大会）  

国内の医療シミュレーション教育と柔道整復師養成に適したシミュレーターの普及状況について講演を行った。 

 

東洋医学未来推進協会（OMFES）意見交換会を開催（日理工協賛） 

開催日：2025/1２/１１(木)  会場：ビジョンセンター赤坂 

田村元厚労大臣と武村衆議院議員を招き、東洋医学の更なる発展と促進を目的とした意見交換会を開催。 

 

 

部会活動報告・各種ご案内 

mailto:nichiriko@nichiriko.com
http://www.nichiriko.com/
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医療法人社団宏友会 栗原整形外科（埼玉県朝霞市）腰のための 「良い姿勢」 を探求する 

栗原整形外科では医師と柔道整復師が協力し朝霞市で長年診療を行ってきました。骨折・脱臼・捻挫・打撲などの 

外傷から慢性期の疾患をはじめ、幅広い疾患に対し正確で迅速な医療を提供できるよう診療を行っております。腰を 

守るための姿勢について当院の理論を（左横 QR コードから）YouTube で視聴できます。 院長 栗原友介  

 

田辺社会保険労務士 ＡＩ×本人訴訟－労働トラブルが自動化の時代 

■突然、訴状が届く 

メ－ルやチャットをＡＩに読み込ませると、自分で訴状が作れるようになった。 読んでいると途中で文体が変わり、ＡＩが作成していることに

気づく。 

■ＡＩによって個人訴訟のハ－ドルが消えた 

弁護士を使わずに自分で提訴する人が出てきた。これまで弁護士は訴額が安すぎる場合、費用倒れになるので無理だと言って断る。 

それなら自分でとＡＩを使い訴状を作成する。 内容が粗く突っ込みの足りない部分があるが、いい所を突いている。 証拠さえあれば勝て

る。弁護士にとって訴額 300 万円以下は赤字になると言われている。労働問題は 300 万円以下が多い。 

■これまで見過ごされてきた小さな違法が裁判に化ける時代になってきた 

弁護士も引き受けないような案件、例えば、朝礼、朝の掃除、着替え時間など残業に入っていない未払賃金はいっぱいある。 

これらの 20 分、10 分等、タイムカードをコピ－してＡＩに読み込ませ計算させる。3 年分集めれば 100 万～200 万になることがある。 

ＡＩはタイムカ－ドの自動解析もできる。弁護士に着手金 20 万、成功報酬 20％を支払うことを思えば、自分でやると時間はかかるが、

50 万、100 万くらいは手に入る。例えば、個人で慰謝料 50 万円入れば十分。 

■司法へのアクセスが爆発的に拡大する可能性 

今のＣｈａｔＧＰＴやＧｅｍｉｎｉの有料版（月 2～3000 円）を 2 ヶ月の限定で 5～6000 円かかるが、訴状を作れる。 

訴状は、裁判所では形式要件があるのでやり直しはあるが、ＡＩはそれらしいものを作り、全然ダメではないので、審査が通ってしまう。 

弁護士から 「やめておきなさい」 と言われてきた部分が司法に出てくる。実務上なくなっていたものが、知らないうちに司法の場に連れていか

れる。 

■３割司法 

3 割司法といい、世の中の争いの３割くらいしか裁判所にきていない。3 割しか役割を果たしていない。後は泣き寝入りが多い。 

これに本人訴訟が加わると 4 割、5 割になっていく。 

隠されていたのもが明るみに出る。ごまかしが効かない時代になった。これは、社会全体に広がっている。 

詳しくは、田辺社会保険労務士事務所までお問い合わせください。 

 

募 集 ！！ 

広報委員会では会員の皆様からの投稿を募集しております。業界に関すること、商品に関すること、会社に関すこと等 

お気軽にご連絡下さい。また、日理工通信にどのような内容の記事を掲載してほしいかのご意見もお待ちしております。 

ご連絡は事務局までお願いします。 
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⦿事務局：〒132-0031 東京都江戸川区松島 1-21-7（株式会社大島製作所内） 

                        TEL：080-4884-1052 FAX：03-3655-8988 

                        E-mail：nichiriko@nichiriko.com   HP：http://www.nichiriko.com/ 
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